







その他のタイトル <Special Issues ： What is the Problem of
School Administration Research ?> <1.The
Scientific Character of School Administration
Research> Reconsideration on the Methodology
of School Management and Expection for the


















析とでも名ざしうる研究をしていた。これらは奇しくもその後初 年後， 20数年後に， 1教育行財
政の社会学J (稲井広吉ほか編『現代教育社会学の課題』協同出版， S， 44，所J¥文)， Iアメリカ
資本主義の発展と教育財政J 1イギリス市民社会の形成と教育費」等(伊藤和衛編『教育財政史』
講談社νS 51 所1\:><.)等として陽の I~:l を見ることになった。

























初の荒削りの試みである処女作『学校経営の科学j (誠信書房， S. 36)の軸をなす人間関係論は，
現場教師の血みどろな職場民主化の実践記録や調査報告，あるいはまた，旭ケ丘中学粉争の生徒の








合lW化を基底iζ し，経営氏主化を後から付け加える むしろ逆のシェーマを摘し 1たものだった。乙
の点については，最近の別著 F教育経営研究の軌跡と展望dl (講座「日本の教育経営J第九巻，ぎ













































せめて法{~討社j土i上;会 f学;子主 f白が的ド内<J).ゐδrJιd法;だりけ4で、も， ノ士筆:表在吉者i→のl版出の主見思i日れし 1うちiにζ;見fLi通a丞;しカか瓦立丘:たないものか口 J以iι立i近!互丘:工今-， この}/
lιζ気つ、かれれ，てj地山H昧Jふ:;iな4努j力]を始めている少少、数のJ若主き{研討訂fヲ究ピ宇布者Iよ./ノ奮い1立y工;つて' この限りある老い迫れる
一'判定の/J;i(lし1を少しでも[)j-えさせてドさらぬか/岐近の軽薄短小な夕、イジェスト版校長学・教頭学
で事済ませている{り|究{i'や現j誌の風i';vJf乙，真の怠l味で活を入れるためにもである。
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